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Ca) 
曾
つ
「
、
￥
、
五
所
川
原
 

“
心
ゆ
た
か

に
、
力
た
く
ま

し
く
）
を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、

質

素
に
し

て
清
楚

な
う
ち

に
展
開

さ
れ
た
オ
三
十

二
回
国

民
体
育

大
会
秋
季
大
会

の
柔
道
、

ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
会
を
担

当
し

た

当
市

は
、
み
ご
と
な
成

果
と
、
 

数
多

く
の
記
念

す
べ

き
思
い
出

を
残
し
、

成
功
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

幸
い
に
し

て
、す
が
す
が

し

い

秋
日
和

の
好
天
候
に
恵

ま
れ
た

こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、

そ
れ

に
も
倍
す

る
五
万

市
民
の
暖
か

い
ご
支
援
と
ご

協
力
が

そ
の
原

動
力

と
な
っ

た
こ

と
は
申
し
あ

げ

る
ま
で
も
あ

り
ま
せ

ん
。
 

柔
道
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会

場

と
も
に
、

こ
れ
ま
で

の
各
種
競

技
に

み
ら
れ

な
か
っ

た
観
客
を

連
日
動
員
し
、

声
援
と
感
激

の

中
に
繰
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
熱
戦

は
、
数
々
の

感
動

の
ド
ラ
マ
を

生
み
、

各
都
道
府
県

の
栄
誉

と

期
待
を
担
っ

て
参
加
さ
れ
た
選

手
は
も
と
よ
り
、
熱
心
に
観

戦

さ
れ
た
西
北
五
の
皆
さ

ん
方
に

と
っ

て
も
忘
れ
難

い
ス
ポ
ー
ツ
 

五
所
川
原
市
長
 

寺
 
田
 
秋
 
夫
 

の
祭
典
と
し

て
記
憶
に
残
る
こ

と
で
あ
ろ

う
と
思
い

ま
す
。
 

こ
の
国
体
を
通
し

て
得
た
多

く
の
計

り
知
れ

な
い
教
訓

と
、
 

全
国
四
＋
七
部

道
府
県

よ
り
来

五
さ
れ

た
選
手
、

監
督
、
役
員

視
察
員
の
方

々
と
結
ば

れ
た
友

好
、

ご
交
誼
等
は

得
が
た
い
尊

い
体
験
で
あ

り
、

こ
1
1を
も
と

に
し
て
、
明
目
に

向
っ

て
明
る

く
、
そ
し

て
健
康
な

郷
土
の
建

設
に
適
進
す
る

こ
と
が
、

私
ど

も
市
民
に
与
え
ら
れ

た
使
命
で

あ
ろ
う

と
意
を
固

く
し

て
い
る

次
才

で
あ
り
ま
す

n
 

こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
、
 

整
備
し
、

運
動
に

汗
し

た
有
形

無
形

の
市
民
投
資
の
財

産
は
、
 

こ
れ
を
有
効
適
切
に

活
用
し
、
 

今
後
よ
り

一
層
ス
ポ

ー
ッ
の
振

興
を
図
る
こ

と
は
も
と
よ
り
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
大
会

に
寄
せ
ら
れ

ま
し

た
市
民
の
皆
さ

ん
、
各
種
団
体

関
係
諸

機
関
の
ご

厚
情
に
満
こ

う
の
敬
意
と
深
甚

な
る
感
謝
を

申
し
あ
げ

一
言
お
礼
の
言
葉

と

い
た
し
ま
す
。
 



▲成年女子決勝、群馬・弓座投手の力投 

東

京
都

ノ

群

馬
県
、
 

◇
成
年
女
子
 
（
優
勝
 

0
対

0
の
ま
ま
延
長
十
五
 

共

に
好
投
手
を

擁
し
、
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。
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東
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宮

崎
県
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▽
決
 
勝
 

東

一示
都

群

馬
県
 

回
風
雨
の
た
め
試
合

中
止
、
両
チ

ー
ム
優
勝
 

ソフトボール競技叫事り『，三：：「『」 

女賛合優勝、群馬県 
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▲成年男子 2 回戦、和歌山～青森の熱戦 
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A試合の合問を野だてにくつろく。 
（左から竹浪町長、寺田市長、竹内知事） 

▲ファインプレー続出に酔いしれる大観衆 

▲幼稚園児もそろつて見学に 

福埼 和 福 

島 IV諮島 
県県 県県 

勝 

A少年女子 1 回戦、青森・宮崎を逆転勝ち 

◇
少
年
女
子
 
（

優
勝
 
福
島
県
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ヤ
二

回
戦
 

和
歌

山
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0
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▲総合優勝のトロフィーを受ける群馬県選手 



◇
少
年
男
子
 

（優
勝
 
大
分
県

）
 

◇
2
回
戦
 

青
森
2
 
i
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佐
賀
 

◇
3
回
戦
 

青
森
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1
 
0
新
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◇
準

々
決
勝
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森
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▲総合優勝の表彰状を受ける青森県
―中央・ー戸選手） 

▼地元五農選手の健闘光る 



▲―瞬のスキをうかがう本県
―戸選手、神奈川山下選手 

◇
教
員
の
部
 

（優
勝
 
和
歌
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◇
1
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戦
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森
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1
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◇
2
回
戦
 

青
森
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◇
3
回
戦
 

青
森
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1
0
愛
知
 

◇
準
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決
勝
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森
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1
 0
茨
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◇
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決
勝
 

和
歌
山
1
 
1
 0
青
森
 

◇
3
位
決
定
戦
 

青
森
1
 
1
 0
岐
阜
 

・
 

◇
決
勝
 

和
歌
山
1
 
1
 0
北
海
道
 

◇

一
般

の
部
（
優
勝
 
神
奈
川
県
）
 

▲互いに死力を尽す好試合 

◇
2
回
戦
 

青
森
1
1
 
0
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島
 

◇
3
回
戦
 

青
森
1
1

0
滋
賀
 

◇
準
々
決
勝
 

神
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森
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決
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勝
ち
）
 

神
奈
川
1
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茨
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▲式典の主役、五一中ブラスバンド 
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A会場にお着きになつた三笠宮容子・憲仁さま 
▲五所川原農林高校生による柔道舞踊 
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▼他県選手もー体となって賑う前夜祭 

▼国体の最後を飾る自転車口ードレース 
（飯詰地区を力走するう 

「
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γ

『
編
・
牛
持
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、
中
、
「ー
 
，ノ
撮
影
時
問
 

油
可
『
ど

中
人
権
『
砂”
 

鶏
熱
騨
 ~選手の歓迎に趣向をこらす商店街 

（第 3 種郵便物認可） 
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昭和52年（1977年）11月I日 特 集 号 ⑥ 

▲鶴田町長から矩火を引き継ぐ田名部助役 

▼名産品も地元PRにひと役 

岩
木
山
項
で
採
火
さ
れ
た
“
 

た
く
ま
し

い
力
の
火
）
は
津
軽

路
を
ひ
た
走
り
、
十
月
二
十
七

日
五
所
川
原
へ
到
着
、
三
区
に

分
け
ら
れ
た
六
十
九

人
の
走
者

に
よ
る
矩
火
は
、
沿
道
を
埋
め

た
観
衆
に
見
送
ら
れ
柏
村

ヘ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
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